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則）」を用いた。 本書は実習書 とレ ポート用紙
が一体化した実習書であ る。ま た実習項目 の最
初にその検査の意義及び学習目標 （表 1)を述
べて，次の見開きの左頁に測定法の原理 ・使用














4) 出血性素因検査項目の減少 ：プロトロ ンビ









回数 実 習 項 目 学 習 目 栖
項目〔B〕 基本操作 (Il) (1) 改良ノイパウエル型計算板の基本的な取り扱いができるようになる。
〔1) 血球計算板の区画のスケ ッチ (2) 改良ノイパウエル型計箕板の計箕室の区画がわかるようになる。
2 
(2〕 血球計n板のニュートン即の作製法 (3) ニュー トン哀ができるようになる。
(3〕血球計箕板の洗浄法 (4) 計算板の洗浄ができるようになる。
(4〕静脈血採血法（シリンジ法）① (5) 静脈血採血法の手技ができるようになる。
〔5〕血液薄囮塗抹栖本の作り 方① (6) 血液薄囮塗抹揉本の作り万の基本的操作手順ができるようになる。
項目〔D〕：末梢血液検査 (l) (!) 白血球数の栖準法であるメランジュールによる視箕法の基本的操作手順ができる
〔I) 臼血球数の箕定① ようになる。
〔2〕 ライト Wrlght染色法① (2) 白血球数の算定がどのような病気の時に役立つかを理解できるようになる。
4 
〔3〕血液蒋庖塗抹栖本の作り方② (3) 血球の形態観察及び分類をするのに必要な血液薄庖塗抹棟本の作り方の基本的操




項目〔H〕・〔 I 〕 ・ 〔 J 〕 • CK〕 (1) 末梢血液薄屑塗抹椋本の見方の基本的操作手順ができるようになる。
8 血球の形態観察 (1)（l)（m)（l¥'） (2) 血球の形態観察， 〔1〕末梢血液薄囮塗抹栖本の見方 ① 好中性行状核球，好中性分節核球，好酸球，好塩基球，単球， リンパ，血小板
10 〔2〕骨髄塗抹栖本の見方 および赤血球の形態を観察し，鑑別ができるようになる。
II 〔3〕血球の形態観察 ② 単球とリンパ球の鑑別ができるようになる。
③ 白血球系，赤血球系及び血小板系細胞の正常成熟過程を理解する。
項目（L〕・出血性素因検査法 (l) (1) 出血時間測定のひとつであるアイビー法の基本的操作手順ができるようになる。









3) 12期生 と13期生の自己評価 と試験評価の比
較
臨床検査科における血液学実習の 2~3の試み 55 



























































































図 ー 1 白血球数の算定の揉作法
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